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イエス様の死とお墓（ルカ23:44-56）
　多くの人が理想を持って、また目標を掲げて頑張ってはいますが、現実はそんなに甘くはありません。そして、生活の現場はいつも冷たい風が吹いてくるようなところです。会社に行けば会社の事情があり、上司や部下のいろいろな関係などによって厳しいところもあります。また、健康の問題や経済のいろいろな悩みを抱えている方もいらっしゃいます。自分の思いどおりにうまくいかない、そして、そうならないような環境に囲まれて生きている方々もいらっしゃいます。しかし、その中で一番大切なのはそこに立っている自分自身がその状況、そういったいろいろな問題をより複雑に、より大変なものにしているのではないかということです。自分さえしっかり力を持って、そして、正しく判断して乗り越えられる力を持っていればよいのに、そうでなくて自分自身がよりそのすべてをややこしくしてしまう主体になる場合も少なくないのです。残念なのはクリスチャンの私たちも同じ流れに流されるということがあります。一般の人がそうであるというのはまだましですが、クリスチャンの私たちがそのように流されている人々をしっかりと助けて、また慰めて励まさないといけないのに、なぜ同じく現実の冷たい風に流されるようになってしまうのでしょうか。クリスチャンであるにもかかわらず。それは実はクリスチャンの私たちが以前のものが過ぎ去り新しく変えられているにも関わらず、そのことがはっきりしていないのでその現実や現場において以前の自分が生き生きと力を発揮しているからそうなってしまう場合が99.9％です。その現実、厳しい現場において勝利するための答えはその現場や現実がどう変わるかというところにあるのではなくて、そこに立っている自分自身を変えることです。ぜひ、だれかのせい、なにかのせいにするところから方向を変えていただきたいと思います。自分が変わればよいのです。実は自分がよりややこしくしているのではないか。だから、自分を変えればよいのです。それが正解です。それをまずここに留めていただきたいと思います。しかし、自分を変えることが正解なのですが、今日皆さんに言いたいこと、勧めたいことは、それが正解なのですが自分を変えようと頑張らない、自分を変えようとしないでいただきたいと思います。正解は自分を変えることです。しかし、自分を変えようとして変わるものではないので、それが逆に負担になってより自分自身を弱い人間にしてしまう原因でもあります。このような表現がふさわしいかよくわかりませんが中途半端な工事などをしてはいけません。あとでもっと大変な結果になりますので。
　今日、このメッセージを通してはっきりと申し上げておきますが、自分を変えることが正解です。しかし、自分を変えようとしないでください。なぜかというと自分というものは自分が変えようと努力するから変わるようなものではありません。それで、私たちの救い主イエス・キリストがそのことのために私たちにはできない自分自身を変えるということのために十字架にかけられ死なれ、そして、お墓の中にまで入れられて葬られるようになったのです。イエス・キリストが十字架の上で「アバ父よ。わたしの霊を主にゆだねます」という最後の言葉を残して息を引き取られました。いのちの主であるイエス・キリストが死んでしまったということは普通の話ではありません。それから、そこに立派な正しい人、信仰を持っている人がひとりいて、そのイエス様の死体をだれも葬ったことのない新しいお墓の中に入れて葬ってしまったのです。なぜイエス様にそのようなことがあったでしょうか。それは私たち自分自身をまったく新しい人間に変えるためにそういうことがありました。ですから、自分で自分自身を変えようとしないでください。今までそのような努力をまったくしていない人もいるでしょう。どうでもいいよと。そのような人はその思いどおりに人生が流されていくようになるでしょう。しかし、そういう方でも今日から自分自身を変えることができるのです。なぜそのような努力をしていないかというと変えようとしても変わらないとよくわかっているから、最初からあきらめているのでしょう。そういう方でも構いません。あきらめないように。イエス・キリストがそのことのために十字架で死なれて、お墓の中にまで葬られるようになりました。そして、自分自身を変えようといろいろなことで工夫し頑張っていたにもかかわらず変わらないということで落胆している方々も希望を持ってください。これからそのような努力いりません。これからそのような負担、悩みなどはいれません。イエス・キリストがそのあなたのために十字架で息を引き取られてお墓の中にまで葬られるようになったということを、ぜひ覚えていただきたいと思います。

今日の聖書の箇所にはイエス様が十字架の上で息を引き取られる姿、そして、その下がお墓の中に葬られる内容が紹介されています。皆さん、死という言葉、またお墓という単語を聞いたときに一番最初、思い浮かぶイメージはどんなイメージでしょうか。よいイメージ、明るいイメージなどはあるでしょうか。地上にあるいろいろな言葉の中でたぶん、最高に絶望的な言葉、最高に暗くしてしまう言葉、最高に悲しむようになる言葉、単語ではないでしょうか。しかし、イエス様の死とイエス様のお墓というものはそれと正反対です。それを今日ぜひ覚えて帰っていただきたいと思うし、そして、皆さんが心から喜んであらゆる縛られているところから解き放たれて自由になって、これからまっすぐに神様とともに輝く勝利の人生を歩んでいただきたいと思います。なぜかというと、イエス様の死、イエス様のお墓というものはイエス様ご自身が死なれてその暗くて絶望のお墓の中に葬られました。けれども、それは実は罪人である自分を殺して、自分を葬ってしまったことです。それがイエス様の死、イエス様のお墓というものです。私たちは実は神のかたちにつくられたものだったのに、その全てをいっぺんに失うようになりました。すべての人は罪を犯したので神からの栄誉を受けることができない。肌色が違って職業も違う、また人の能力もいろいろな差があるかもしれません。性格もいろいろ異なっているでしょう。それにもかかわらずすべての人は神の裁きを受けるしかない罪人です。もう最初から自分の罪過と罪との中に死んでいた者であると言われる、希望がまったくない、根本からだめになっている罪人です。それで、聖書にはエペソ2章3節に「生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれる」と言われる存在です。そして、もっと恐ろしいのはそのことによって神のいのち、祝福をすべて失い、すべて神から絶たれてしまった結果、生まれながら神の御怒りを受けるべき子らとして生まれると同時に、ヨハネの福音書8章44節に書いてあるようにだれも認めようとしないし、「そんなはずがありません」と思うでしょうが、あなたがたはあなたがたの父である悪魔から出たものであると言われる者です。その結果、へブルの手紙9章27節に書いてあるようにこのまま人生が終わると一度死ぬこと、死後にはこの罪に対しての裁きが待っていて、そのあと残念ながら永遠の滅び、永遠の地獄に落ちるしかない、そこから自力で一歩も自分で出ることができないそのような存在です。それが罪人ということです。根本から私たちは罪人です。罪人であるがゆえに生まれて何をするのかというと偽物の神、悪魔サタンが作りだした、私たちを真の神様に行けないようにするために、滅ぼすために作りだした偶像、偽物の神、偶像崇拝に引っ張られてだまされてたましいが壊れ、人生そのものがぐちゃぐちゃになるしかない、その結果、霊的にも精神的にも荒れてしまうようになります。そのような状態で人生を生きていくようになるでしょう。だから、お金があろうがなかろうが、どこの民族なのか、今戦争が起きている国なのか、あるいは平和で暮らして国なのか関係なく、人間の根本の方には消えない不安というものがあります。そういう存在です。それが罪人というものです。真の安らぎというものは一切存在しません。不安なのです。その根本にある不安をどうにか消すためにあらゆる現象、症状が現れ、また、その不安に捕らわれているがゆえにいろいろな病気に走るようになるのです。根底の方に神を離れてしまった罪人にはそのような不安というものがあります。

その結果、今までの人生を生きていくうちに、自分でも知らないうちに様々なことが傷となって、心に傷を負って人生を生きるようになるし心の中には表にそれを現すか現さないか別にして憎しみや恨みなどの感情をもって、それを抱えて人生を生きるようになります。なぜでしょうか。根本から私たちは神様から離れて罪人として生まれて生きていくようになりますので、その中において根本のほうにある不安のゆえに、一番よく私たちが苦しんでいるものが比較することです。だれかとなにかと比較して、その結果、劣等感を抱えて人生生きていくようになるし、そのような私たちをより苦しく、よりだめにしてしまうのが何かというと、このような人間の状態も知らないまま、こうすればいい、これが正しい、これがもっともだという枠がたくさん作られているし、様々な基準があるし、いろいろなルールが飛び交っています。それがより私たちに重くのしかかっています。そういうことに抑えられて人生を生きていくようになりました。それでイエス様のおっしゃったとおりに重荷を負って疲れて人生を生きるしかない、なにか重いものがのしかかってその人を押さえつけるような感じです。そのような人生を生きるしかありません。イエス・キリストが死なれて十字架で息を引き取られお墓の中に葬られたということは、このような私の人生をまるごとこれっぽっちも残さないで全部殺してしまうことです。イエス・キリストが十字架で死なれたことは単なる死ではありません。まただれもかれもが十字架で死ねばそうなるわけではありません。イエス様は約束のメシヤ、キリスト、救い主なのでイエス様の死は違います。イエス様の苦しみの死、それは実はこの罪人であるどうにもならない劣等感を抱え、重いものがのしかかって押しつぶされるしかないし、たましいと精神が荒れてしまって様々な病気に走るしかない、心の中には傷を抱え、憎しみや恨みなどの感情を抑えつつ人生を生きるしかない、そのような自分、私を完璧に殺してしまうことです。それがイエス様の死、イエス様のお墓です。完璧に殺してもう二度と生き返ることができないようにお墓の中に葬ってしまいました。私たちはそのような存在でした。それを一言で申し上げると、もう滅びるしかない、滅びる運命に捕らわれていたどうにもならない自分というものを消してしまいました。残さないで、足1本くらい残して、体全部は殺してお墓の中に葬ったということではなく、イエス・キリストが十字架で息を引き取られたことによって、このような滅びるしかない、傷を負って疲れて重荷を負って人生を生きるしかなかった自分という存在はそこで消えてしまうようになりました。消してしまいました。殺してしまいました。覚えていてください。イエス・キリストの死は私の死です。ただの私ではなく、罪人である私。滅びるしかない私。不幸から一歩も出られない、そのような人生の私を殺してしまって葬ってしまったことです。そのことのためにイエス・キリストは十字架で息を引き取られたのです。特にイエス様が十字架で死なれたそのときが安息日が始まろうとしていた頃でした。それから、安息日の間はお墓の中に葬られたままでした。来週、次の聖書の箇所を見るようになりますが、安息日までは葬られているまま安息日の次の日にイエス・キリストはよみがえられるようになります。これはなにを意味するのでしょうか。今まで、どうにもならない存在、罪人なのに、それに対して「こうしなくちゃ。ああしなくちゃ。こうであるべき。これはこうだ」という様々な枠、基準、ルールなどがいっぱいありました。それはある程度、社会を維持するために必要なものだったかもしれません。それから、話そのものはすべてあっているかもしれません。それにもかかわらず、それに耐えることができない罪人です。それなのにそれを作りだしてそれが存在しているので、皆それにひっかかって、それに縛られていて、それに押しつぶされていました。そういった代表的な言葉で言いますと、旧約の律法主義です。イエス・キリストが来られるまで、その準備のために一時的に必要だった旧約の影のようなもの、その代表的なケースが安息日という日にちです。土曜日の一日を安息日にして守りなさいと言われていました。その理由はこれから安息日の主であるイエス・キリストが来られると真の安息はそこにあるのだということは忘れないでいただくために日にちを決めていました。それにもかかわらず、多くの人が安息日という日にちを守りながらイエス・キリストのことは知らないで形式ばかりでした。それで、逆にイエスが抜けてしまったルールやイエスが抜けてしまった旧約の様々な決まりや形式、儀式などはすべて人間を押しつぶしてだめにしてしまう内容、ルールです。話が正しいかどうか関係ありません。イエス以前に私たちにあった、私たちに降りかかっていたすべてのルールは正しいかどうか関係なく、すべてが負担です。私たちが罪人である以上は。それを一緒に全部お墓の中に持っていったということです。つまり、安息日もそこまでです。それで安息日までイエス様はお墓の中に葬られているままでした。本物の安息はよみがえられるイエス・キリストの中にあります。今まで陰にあった旧約のすべてのこと、割礼をうけるという儀式がありました。それも全部葬ります。子羊を殺していけにえを捧げる、それも全部葬ります。旧約にあるすべてを全部葬ってしまいます。終わりです。それを殺して消してしまいました。それがイエス・キリストの死、イエス・キリストのお墓という意味です。私たちの滅びるしかない過去を完全に完璧に全部殺して、全部葬ってしまったということを忘れないでいただきたいと思います。
なぜそのようにされたのかというと、イエス様の死、イエス様のお墓はそうすることによって私たちをまったく新しいいのちをもって完璧に新しい創造の祝福を与えるためです。覚えてください。リフォームではありません。リクリエーションです。イエス・キリストの死、イエス・キリストのお墓が私たちに語っているメッセージは私たちを修理するのではなく、まったく新しく創造するためでした。それがイエスの死、イエスのお墓の中から語られているメッセージです。最初に申し上げましたように、死、お墓というものは暗いイメージ、絶望的なイメージしかありません。イエス様の死、イエス様のお墓を思い出すたびに、逆に全部払しょくされてイエス様の死、イエス様のお墓によって私の滅びるしかない不幸である自分の過去は、自分自身そのものがもう殺されて居なくなって消されて永遠に葬られてしまったということを覚えてください。なぜなのかというと、そうしないとまったく完璧100％新しいいのちに、新しい創造というものはあり得ません。完璧に殺さない限りは。それでイエス・キリストはご自分で殺されるようになりました。私たちの過去を殺すためにイエス・キリストはいのちの主、光ご自身である、神様ご自身であるイエス様が死なれてお墓の中にまで入れられました。なぜでしょうか。私たちを殺すために。不幸な憎しみを抱えて悩みを抱えどうにもならない不安を抱えどうすればよいか悩んでいた私を完璧に消すために、完璧に殺すために、完璧に葬るためにイエス・キリストはお墓の中にまで、ハデスの方まで入れられていました。ぜひ覚えてください。これは100回、1000回聞いても足りません。私たちは肉体をもって変わらないといけないところがたくさんあるかのように思う状況の中を生きているので、このメッセージが入りません。それでイエス・キリストの死、イエス・キリストのお墓という言葉をぜひ覚えてください。まったく新しいいのちが与えられ、まったく新しい創造のためにあったものです。

それでイエス・キリストが息を引き取られたときに神殿にあった幕が真っ二つに裂けたと言われています。どういう意味でしょうか。今まで罪によって神様といのちの主と私たちの間は越えることができない大きな壁がありました。絶対に崩れない壁がありました。神様と遮断されていると私の人生は滅びであり腐っていくしかありません。その壁がいっぺんに全部取っ払っていて、真っ二つに裂けました。すべての神様との間にある壁が崩れていったということです。神様と行き来できる、神様のいのちが注がれ、私たちが神様に飛び込み、神様に抱かれる関係ができたということです。それは小さな話ではありません。それでイエス・キリストの死と、イエス・キリストのお墓によって私たち罪人は新しく生まれ変われることができるようになりました。ただその人が良い人に変えられて、ただ悪い人間が少し善良なものに変えられて、記憶が薄い人間がものすごく鋭い人間に変えられるとかいう変化ではありません。イエス・キリストの死、イエス・キリストのお墓のことを思い出すたびにそれはどんな変化なのかというと新しく創造です。それでイエス様がおっしゃったように血肉によって生まれたものではなく、神から生まれたものです。だから、新しく生まれることです。修理ではありません。以前の存在は消えて無くなってまったく新しい存在に造りかえられるようになったということです。それがイエス様の死、イエス様のお墓です。そのために死なれて、そのためには殺さないといけません。完璧に。それでイエス様が死なれたときにも確認のため射殺しました。戦争のときもいろいろあります。確実に死んだかどうかもう一回刺したりするでしょう。イエス様は死なれたのに槍で刺されました。つまり、私たちが殺された、私たちの過去が、私たちの滅びの存在が、以前の私というものが殺されたというのは、確実に200％、300％殺されていなくなりました。そのことを覚えてください。イエスの死、イエスのお墓を思い出すたびに。だから、それを新しく生まれると言います。新しく生まれるというのは前のものを少し持っていて、それから、どこか修理の工場に入ってリフォームして出てきたということではありません。ぜひ覚えてください。以前の自分、神を離れていた自分、どうにもならない自分、その中で不安を抱えて、それが劣等感に発展して人と比較し、それによっていろいろ傷を負って憎しみなどを抱えて生きるしかなかった自分というものはもう世に存在しません。それがイエス様の死、お墓です。聖書にはそのことをこのように表現しています。以前のものは過ぎ去り、すべてが新しくなった。その意味がどういう意味なのか。気持ちが新しくなったとか、そうではありません。存在そのものがもう消えてなくなって新しい存在が生まれてきたということです。覚えていてください。世の中にはそういうことはありません。刑務所の中に入って出てきて「あの人は更新して新しい人間になった」というでしょう。その人は気持ちも決意もいろいろ変わったかもしれません。でも、その人はその人間です。そういう変化ではありません。その人が刑務所に入った場合、その人が殺されて新しい者が。出てくるのです。そのためにイエスは死なれてイエス様は葬られました。
もう一度言います。修理ではなく創造です。創造はないものの中から生まれて出てくるものです。昔の皆さんのどこかを材料にしてまた皆さんを新しく立て直したとかではありません。全部消して葬ってまったく別の存在に造りかえて生まれさせました。キリスト教会をリフォームとか言いますが、それは既存の教会があまりにもぐじゃぐじゃなのでそれを建てなおすという意味でリフォームであって、そういう意味ではあっています。でも、クリスチャンひとりひとりは未信者の状態からクリスチャンになるのはリフォームでなくリクリエーションです。これぐらいの英語は問題ないでしょう。私もこれしかわかりません。覚えていてください。それがイエス様の死、イエス様のお墓が意味するものです。先ほども申し上げましたように、なぜイエス様の死、イエス様のお墓を通して、これほど自信を持ってはっきりとリフォームではなくリクリエーションだと言えるのか、だれでも十字架の上で死ねばそうなるかではなく、イエス様はキリストだからです。それが死んだそのときにも証明され、百人隊長がそれを見ながら「なるほど」とわかったのです。イエス・キリストが死なれたときに太陽が光を失って6時から3時まで時間の計算がどれくらいかわかりませんが、結構長い時間、真っ暗の状態が続きました。なぜでしょうか。イエス・キリストは真の光だったという証拠です。イエスはキリストだった、イエスは暗い世のために来られる約束の光、その方だった。そのイエスが死なれるから、光を失うから太陽の光も光を失うしかありません。その太陽の光もイエスによって輝いて光っているのですから。イエスがすべての光の元です。イエスが死なれたとき全世界が暗くなったということは、この方こそ約束の女の子孫が蛇の頭を踏み砕いてと約束されていたそのキリストだったという叫びのようなものです。それでイエス・キリストの死とイエスのお墓は私たちの過去を完全に葬って、殺して、完璧にそれを失くして新しい存在を作り生まれさせるものだったということです。そうならば皆さん、本当にイエス・キリストの死、お墓というものがそういうことであれば、そのイエス・キリストがよみがえられて今も生きていらっしゃいます。だれでもこのイエス様を救い主として信じて心に受け入れることさえあれば、その人の人生は滅びるしかない過去の絶望的な溜息の人生は十字架とともにつけられて死んで殺されました。ガラテヤ2章20節にある言葉がその人に実現するようになります。だれでもなにをしてきたのか、今なにをもってどんな状況なのかまったく関係なく、このキリストである十字架で死なれて葬られてよみがえられたイエス・キリストを救い主として信じて受け入れると、ガラテヤ2章20節がその人に実現するようになります。そして、だれでもこのイエス・キリストを信じることさえあればヨハネの福音書に書いてあるようにその人は即座で今までの人生が終わり、新しいものに変えられ、受け入れた人々、すなわちその名を信じた者は神の子どもになる特権が与えられる神の子どもとして生まれ変わるようになると信じていただきたいと思います。ヨハネの福音書3章16節にはひとり子イエス・キリストを世に送ったのはだれでもイエスを信じるものが滅びることなく永遠のいのちを持つためですとイエス・キリストを信じるその人は滅びる人生、滅びる運命はその時点で終わり消し去っていくようになります。しかも、永遠にと同時に神の子どもになる根拠がなにかというと永遠のいのちが与えられるようになります。その人は神と出会い、神の子どもになり、神の所有となり、しかもその状態がだれも変えることも奪い取ることもできない、曲げることもできない永遠に続く状態なので、永遠のいのちを持つようになります。イエス・キリストが十字架で死なれて葬られたがゆえに。それにこれっぽっちもなにかの傷がついたり埃が付いたりということはありません。完璧に滅びの人生は殺され永遠のいのちを持つ新しいものが生まれるようになります。覚えてください。イエスはキリストです。イエスは偉大な方です。神様は旧約のすべての歴史をイエスが来られることのために動かしました。つまり、イエスの中にすべてを託していらっしゃいます。クリスチャンの問題はイエスがどんな方なのかがわかっていないし、わかっていないので興味がありません。それから、現実の冷たい風に当たってアップアップしているだけです。そこに立っている自分がイエスをよく知らないで味わっていないがゆえに、より現実をより自分の人生をややこしくしているということに気づきません。自分を変えないといけません。しかし、変えられません。イエス・キリストが変えるのではなく、その弱々しい、どうにもならない失敗するしかない人生、悲しみの人生を完璧に殺して、もうなくしてしまって新しく作り変えられました。そのために死なれてお墓の中にまで葬られました。それを自分自身と重ねて考えてください。ですから、変えるのではなくこのイエス・キリストを信じて受け入れると変わるのではありません。新しく生まれるようになります。皆さんの過去に未練があるのでしょうか。皆さんの人生を憎しみ、恨み、悩み、不安に捕えて操っていたその過去がそれほど恋しいでしょうか。イエス・キリストは殺しました。イエス・キリストを信じたにもかかわらず自分を自分の中でまだ生かして置いておくから問題です。「でも、イエス様を信じましたけれども性格も昔のままだし、弱さもまだあるし、様々な悩み事もそのままあって足りないところもたくさんありますが、なにが新しい創造でしょうか」イエス・キリストが死なれて葬られたことによってそのように皆さんのいろいろなことが残っているかのように思っているものが残ったわけではありません。新しく生まれ変わったところからスタートしてください。それは実は神様がそれを許されることによって、そのように過去が自分のようなものが現れるたびに「キリストによってこれが殺されているでしょう。私は新しいものでしょう」と告白してもらうためにわざわざ神様がそれを許しているだけです。そのように変わっていない肉体的に、人間的に変わっていない部分があるからと言ってイエスの死とイエスのお墓が私たちをリクリエーションしたということを疑っていてはいけません。ここが問題です。皆さんにある問題は、皆さんにある様々な過去の症状などは新しく生まれ変わっていないからではなく本当にキリストしかない、「だから、私はキリストなのだ。キリストによって新しく変わっている者。これは私のものではない。私ではない」とキリストをより鮮明に強く実際的に告白するために神様がわざわざ残していらっしゃいます。誤解しないでください。この永遠のいのち、この祝福、新しく生まれ変わったということはローマの手紙8章37～39節にも書いてあるようにどんな被造物もキリスト・イエスにある神の愛から切り離すことはできません。つまり、皆さんは神様に愛された者になりました。イエス・キリストを信じるとだれでも神様に愛され永遠に愛される者になります。

イエス・キリストの十字架の死とお墓というものをとおして、皆さんの中で整理をしていただきたいと思います。過去と神の子どもの祝福が入り交ざってぐちゃぐちゃになることはありません。存在しないという意味です。きっぱりと過去は殺されて消えました。過去の皆さんが現れて皆さんにどうにかしようとするときにキリストを覚えてください。キリストの死とお墓ということを覚えていてください。それで退けてください。それが皆さんの中でキリストをより強く、より実際的に覚えさせる教科書、材料、先生になります。それ以外には意味がありません。その他のなにかの意味を持って捕らわれることはいけません。そうする必要はありません。
そして、それが絶対に切り離すことができないと保証してエペソ1章13節を見るとだれでもイエス・キリストを信じる瞬間、実は聖霊様がその人に保証として証印を押されるようになります。それほど確実です。「まったく昔のあなたはもう消えてしまいました。新しい者です。神の祝福の存在です。神の所有です」という印として聖霊をもって判子を押します。それはヨハネの14章16節～17節にも助け主、聖霊様があなたがたのところに来られていつまでもともにおられるとあります。だから、イエス・キリストを信じる瞬間、その人は聖霊が宿っている神の神殿と呼ばれる存在に変わります。イエス様の死、お墓がこれほど完璧に過去の私を殺してまったく新しい私を造りかえる、リクリエーションの神の御業でありますので、イエス・キリスト信じるとこのように新しく生まれ変わるようになります。過去の皆さんはもういません。神の神殿と呼ばれる存在だけがそこにいます。聖霊が保証になって聖霊の判子が押されている神の子どもと呼ばれる美しいものしかそこに存在しません。その人は残りの生涯、なにがあってもなににぶつかってもローマ8章28節にあるように、すべてのことを働かせて益となる素晴らしい人がそこにいるだけで、過去の悩みを抱えてどうにもならない不安を抱えて生きている人間はそこにはいません。イエスを信じるその瞬間、信じてください。残りの課題は信じるだけです。イエス様はおっしゃいました。世の終わりまでいつもあなたがたとともにいますと。そういう人間がそこにいるのです。ですから、その人は世にいる間に他の人にはできないマタイの福音書5章13節に言われているように、あなたはこの世を生かす世の光だと言われる、世の光である自分だけがそこにいて過去、人に迷惑ばかりかけて、人によって右往左往していた人間は消えていません。何を食べて何を飲むかという心配、またその欲望にかられている人間はそこに存在しません。イエスを信じる瞬間、その人間は一緒に殺されて葬られるようになります。傷を負っていつも劣等感を覚えて「私はだめだ」と思っているその人はイエスを信じる瞬間、十字架とともに殺され葬られもう永遠に消えてしまいました。覚えてください。あなたがたは王である祭司と呼ばれる人間がそこにいて、エルサレムから地の果てにまで私の証人となります。世界福音化が可能な伝道者である人間だけがそこに存在します。なにを食べるかなにを飲むか、あの人が悪い、この環境が悪いとつぶやいて「だから私はだめだ」とつぶやいていたその人間は、イエス・キリストを信じるその瞬間、本当は殺されて消えました。だから、ただこのことを信じてどういう状況であろうが関係ありません。皆さんにどんな問題があろうが、どんなに弱い人間であろうが、過去、どんな経験をしてきたのかいっさい関係ありません。聖書の言葉でもないし、クリスチャンが使うような言葉でもないと思いますが。皆さんによく覚えていただくために日本でよく聞いた言葉の中で「過去の亡霊」という言葉がありましたが、一切消してください。皆さんが過去、どんな経験をしたのか、どういう環境に生まれてどのように育ってどのようなショックを受けたのかわかりませんが、その人間がイエスを信じた瞬間、殺されていなくなりました。覚えていてください。信じるだけです。これがリクリエーションです。その人の中に神が宿って永遠のいのちをもっているがゆえに肉体的な条件がどうであろうが関係なく、その人はこのことを信じて神様に祈りができ、祈れば使徒の働き2章1節に書いてある五旬節の神の働き、御業が現れる人間だけがそこにいます。アフリカは難しいでしょうか。日本の社会は難しいのでしょうか。「先生は日本の会社に勤めたことがないからわからないでしょう」。いろいろなことを言うかもしれません。事業が厳しいのでしょうか。周りの人間、家族があまりにも難しいのでしょうか。皆さんがそれを難しい、大変と言うような人間はもう殺されて消えていません。そこには神の神殿である美しい神の子どもだけが存在します。それがイエス・キリストの死とお墓が意味することです。イエス様を信じると告白しながらもこれを信じません。だから、昔の自分をよくも生かしおいて、その昔の自分をもって現場に出ていくのでそこで勝つはずがありません。殺されました。たとえ、昔、親にどんなひどいことをされたのか、また兄弟どのように比較されてきたのか、どれほど貧しさのゆえに無視されて、屈辱的な人生を味わって生きてきたでしょうか。いろいろあるでしょうがそれを根に持っていてはいけません。その人間はもういないのです。イエス様を信じるとその瞬間、消えてしまいます。それがイエスの威力です。ただ私たちはそれを信じればよいのです。そのためにイエス様はお墓の中に、神ご自身である光のイエス様がその光を一瞬、消しておいてお墓の中に入りました。お墓は絶望の象徴ではないでしょうか。その中にまで葬られるようになりました。皆さんが過去に捕らわれないようにするために。リクリエーションです。再創造です。だから、皆さんがどんな状況であろうがイエスの御名によって祈りますとそこに五旬節の聖霊の働きがなされる、そういう存在です。そのようにつくりかえられています。言い訳も心配も悩みもいりません。だれかのせいにする必要もないし、だれを責める理由もないし、あきらめる理由もないし、威張る理由もありません。ただただ感謝とともに新しい自分をしっかり取り戻し残るのはひとつだけです。祈りに専念していた。神が私たちの父となります。神が私たちの保護者、神が私たちの保証、神が私たちの喜び、神が私たちの希望となります。神の所有となります。そのように過去の中を少し残しておいてそれを引きずって、イエス・キリストを信じて少し新鮮なものになったとか、そういう感じではありません。一切、考え方を変えてください。過去を一切、引きずらないでこれっぽっちも混ぜないで、これっぽっちも関係ありません。全部、縁を切ってしまって殺してしまって新しい者に変えられました。今申し上げました神の子どもとして。そこからスタートです。

それで、イエス・キリストが弟子たちを呼び寄せられたときに言いました。私があなたがたを呼んだのはともにいるため、伝道させるため、そのために悪霊を追い出す権威を授けるためであった。その主がともにおられ幸いな者。伝道ができるために悪霊を追い出す権威を持つ新しい人間がそこにいます。イエス様を信じるとそうなります。皆さんがサタンによくだまされて、皆さんがロマンチックなのかどうかわかりませんが過去を慕って、思い出に浸って、過去の自分とあまりにも仲良くしようとするからであって、実は葬られています。皆さんはよくもイエス様を信じています。未信者は仕方がありません。イエス・キリストを信じるクリスチャンなのに過去の亡霊とよくも付き合っていらっしゃいますね。皆さんが過去の自分にあまりにも影響されてこだわりそれに捕らわれているというのは過去の亡霊にだまされることです。「仕方がなく今の状況ではこうするしかないのです」。十分気持ちは理解できますが、それはイエス・キリストの死とお墓を忘れていて、忘れているともう終わったのに過去のものが、過去の自分がよみがえって亡霊になり皆さんに乗り移ってしまうようになります。少し表現がおかしいのですが。それは避けるべきではないでしょうか。それは嫌ではないでしょうか。イエス・キリストの死、イエス・キリストのお墓、皆さんの過去を殺して葬ったもの、それから、まったく新しい祝福の神の子どもに作り変えてリクリエーションのためにあったものです。

ですから、もし皆さんがイエス・キリストを救い主として信じた方であれば、今日から覚えてください。悲しみと絶望とため息の人生とはなにがあろうがただの決別ではなく、徹底的に決別してください。許さないでください。ある人に言いました。うつが襲いかかるときに、そのうつに悩まされる、さいなまれる自分が実は十字架で殺されていないのです。それなのにそれがよみがえるときも、悪魔のしわざ、私の不信仰のせいなのでそのときに慎んでうつがうつになるようにしないといけません。もう徹底的に決別してください。すぐに皆さんの心の中に定着できなくても信仰をもって徹底的に戦ってください。皆さんの過去、どのような過去でも、また過去による傷などはイエス様のお墓の中に葬られているので全部そこに葬ってください。もう触らないでください。テレビで最近、おねえ、ニューハーフとかが結構、人気者のように、だんだん当たり前みたいになりつつある傾向があります。彼らが良い悪いとは言うつもりはありません。ただ、そのように表に出て明るく振舞ってはいるのですが、実は事情を聴きますと皆かわいそうです。だいたい小さい頃に両親が離婚し、たらい回しみたいに親戚のあちこちに預けられ、結局は行くところがなくて…といったことを初め、いろいろなそれに似たような経験が背景に必ずあって、私が見る限りはそれで自分の存在そのものが嫌なのです。そのように扱われていた自分が子どもながらも人間なのでどこか嫌なのです。それを消したいという気持ちがどこに行くのかというと、特に男性の場合は男として人間として嫌なので女になりたいという願望が生まれてくるようになるのです。別にその願望が悪いとかいうつもりはありません。そのような背景をもって自分が嫌なのでその傷を抱えているまま自分を違う自分に変えようとする工夫がそのような形に現れているのです。でも、だからといって人生、人間が変わるのかというとそうではないのではないでしょうか。そういう意味でかわいそうなのです。自分の過去をもって、皆、自分が嫌だと思っていると、特に兄弟と比較されたり、だれかと比較されたり、ものすごく厳しい貧しい家庭で生まれたり、ひどい経験をした場合には、それによって自分という人間を嫌に思うようになります。それで、そこからいろいろな症状が現れます。でも、変えられません。変えようと努力するのですがそれがより大きな負担になります。人生を狂わせてしまいます。そのためにそうしなくてもよいし、そうしても仕方がないから、イエス・キリストがそのかわいそうな私たちのために十字架で死なれました。そのイエス・キリストを信じることによって、ただの変化ではなくリクリエーションになることなのです。過去とは永遠にさようならしてください。「私は過去こうだった。これがあるから今私はこうなるしかありません」とか自分を合理化しようとしても何も変わらず、何もよいことはないのでそういうことに縛られないように、振り回されないでキリスト、イエスを握って「もう過去は葬られた。私は神の子どもだ」ということを覚えてください。
それで、皆さんの悲しいため息の過去はひとつだけ、これから希望の明日のための土台にすること以外には触れないようにしてください。それ以外にはなんの意味もありません。ある人は死ぬときまでその過去を自分の言い訳の支えにする場合があります。それはサタンのしわざです。皆さんがイエス・キリストを信じたのであれば過去は葬られました。それから、それを土台にしてキリストの中にある新しい、美しい自分を調べ発見しそれを告白するだけでも十分です。ぜひ告白してください。特に過去の亡霊が皆さんに遊ぼうとしているときに歯を食いしばってでも告白してください。そうでなくても普段からも告白する時間をもってください。そして、その自分を心から本気で喜ぶ時間を必ず持っていてください。そうすると、皆さんの人生には新しい復活の力が現れる神のわざを体験するようになります。
（お祈り）、たルインです。ったースがが信じることがて冷やかしていたパリサイ人や律法学者た知
　愛する天の父なる神様。サタンはクリスチャンの私たちがイエス・キリストの死とお墓の意味を忘れて過去の自分に捕らわれるように仕掛けるものです。今日のイエス様の死とお墓の意味をしっかりと心に留めて、自分自身に適用し過去と完全に決別してキリストにある新しい祝福の自分と付き合っていくことができるように助けてください。イエス・キリストの御名によってお祈りをいたします。アーメン。
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